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　まず、第一に、治安が良いことです。注意するに越したことはありませんが、ライデンでは、夜歩いても、特に危険を感じることはありませんでした。安心して過ごせるというのは、とても大事だと思います。
　第二に、とてもオランダらしい景色が見られることです。ライデンには、運河が張り巡らされ、風車もあり、オランダで生活していることを実感できます。多くの人が、留学を始める8月頃は、気候も大変良く、運河に架かる橋には、花が飾られていて、とてもきれいです。
　第三に、英語能力の高さです。大学関係者は、もちろん、オランダでは、スーパーの店員さんなど、普通の人でも皆英語がペラペラです。たとえ、オランダ語が話せなくても、留学生活をするうえで困ることはほとんどないと思います。また、そのような環境で生活することで、もっと英語が話せるようになりたいという気持ちが強くなりました。
　第四に、留学生が多いことです。世界中から留学生が集まってきているので、オランダ人だけでなく、様々なバックグラウンドを持つ人と関わることができます。
　第五に、大学のレベルの高さです。特に、法学部のレベルは高いです。周りにも優秀な学生が多く、刺激を受けました。テストやレポートの採点は厳しいこともありましたが、努力を評価してもらえた時は、達成感が得られました。
　第六に、留学に際しての、手続きが比較的わかりやすいことです。オランダ留学には、ビザが不要なので、ビザのために東京まで行く必要がなかったのは助かりました。（代わりにResidence Permitという許可証のために、いくつかの書類を、メール添付の形で提出します。）
　そして、最後に、日本学科があることです。日本学科の学生が、有志で、渡蘭後の数日間、生活をサポートしてくれます。留学開始直後は、わからないことや、一人でできないことも多いので、助けてくれる人がいたことは、本当にありがたかったです。
	Group1: ‘I‘ð“à—e1
	fill_1: 
	fill_5: ライデン大学
	fill_6: 法学部、人文科学部
	fill_7: 交換留学生
	fill_9: 2017
	fill_10: ８
	fill_11: 2018
	fill_16: 1
	fill_12: 法学部
	undefined: 3
	fill_14: 2018
	fill_15: 2
	fill_8: １
	Text1: 2
	Text2: 
	Text3: 
	Text4: 
	Text5: 
	Text7: 
	Text8: 
	Text9: 
	Text10: 
	Text11: ５
	Text12: ５
	Text13: ５
	Text14: ５
	Text15: 
	Text16: 
	Text17: 
	Text18: 
	Text19: 
	Text20: 
	21Text1: 40人
	Text22: 150人
	Text23: 50人
	Text24: 40人
	Text25: 
	Text26: 
	Text27: 
	Text28: 
	Text29: 
	Text30: 
	Text211: ２
	Text311: ４
	Text411: ２
	Text511: 
	Text611: 
	undefined_10: 150,000
	undefined_12: 


